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中華人民共和国女性看護職員の家庭における育児と教育

―3省2自治区15病院の場合―
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目的　中華人民共和国（以下中国と略す）の看護職員の家庭生活や勤務状況に関する広域的な調

査は少ない。今回，看護交流の一環として，中国の看護事情を理解するために，中国5地域

15病院における看護職員の生活と勤務状況について実態調査を行った。本報では，家庭にお

ける育児と教育について報告する。

方法　対象は，中国の5つの省または自治区に属する15病院の全看護職員である。調査の方法
は，中国衛生部を介して自記式質問紙を5地域の衛生庁に郵送し，対象病院の看護部から看

護職員に配布回収した。男性回答者は10人であったため，今回の分析の対象は女性のみとし

た。調査期間は1996年2月から4月であった。

結果　回収率は80.0％であり，有効回答数は4,284であった。

1.　対象者の年齢は18～62歳（平均32.9±SD9.0），有配偶者は71.4％であり，配偶者の年齢

は23～72歳（平均38.3±SD8.4）であった。家族形態は核家族が63.2％，拡大家族33.7％，

単身3.1％であった。対象者の65.1％は子どもを有しており，その数は平均1.1±0.4 （SD）

人で，第一子の性別は女49.9%，男50.1％であった。

2.　乳児期の栄養法は，母乳栄養が60.1％ともっとも多く，特に母親の年齢が25～29歳で

67.8％と多かった（P＜0.01）。

3.　子どもの四肢をまっすぐにし，動かないように衣類でくるんだスウォドリング（swad-

dling）の経験がある者の割合は，40歳以上の年齢で高かった（P＜0.01）。また，地域差が

認められた。

4.　家事手伝いを行う子どもは，女子では50.3％であり，男子では46.7％であった。

5.　子どもの習い事の内容は，7～18歳では，「英語」が多かった。

6.　子どもに期待することでは，7～18歳では「勉強」が多かった。

結論

1.　乳児期の栄養法とスウォドリングの経験は年齢と地域による差がみられた。

2.　家事手伝いを行う子どもに男女差はみられず，日本の調査結果とは違いがみられた。

3.　習い事と子どもに期待することは勉学関係であり，日本と同様の結果であった。
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